
取扱説明書
このたびは日立造作角のみをお買い上げいただき，ありがとうございま
した。
ご使用前にこの取扱説明書をよくお読みになり，正しく安全にお使いく
ださい。
お読みになった後は，いつでも見られる所に大切に保管してご利用くだ
さい。
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－１－

， ， の意味について

ご使用上の注意事項は「 警告」と「 注意」に区分していますが，それぞれ次の
意味を表します。また，「注」の意味も説明します。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が死亡または重傷を負う可能性が
想定される内容のご注意。

： 誤った取扱いをしたときに，使用者が傷害を負う可能性が想定される
内容および物的損害のみの発生が想定される内容のご注意。

なお，「 注意」に記載した事項でも，状況によっては重大な結果に結び付く可能性
があります。いずれも安全に関する重要な内容を記載しているので，必ず守ってく
ださい。

： 製品の据付け，操作，メンテナンスに関する重要なご注意。

注注意 警告 

警 告

注 意

注

ページ



作業場は, いつもきれいに保ってください。
ちらかった場所や作業台は，事故の原因になります。

作業場の周囲状況も考慮してください。
電動工具は，雨中で使用したり，湿った，または，ぬれた場所で使用しない
でください。
作業場は十分に明るくしてください。
可燃性の液体やガスのある所で使用しないでください。

感電に注意してください。
電動工具を使用中，身体を，アース（接地）されているものに接触させないよ
うにしてください。
（例えば，パイプ，暖房器具，電子レンジ，冷蔵庫などの外枠）

子供を近づけないでください。
作業者以外，電動工具やコードに触れさせないでください。
作業者以外，作業場へ近づけないでください。

使用しない場合は，きちんと保管してください。
乾燥した場所で，子供の手の届かない高い所または錠のかかる所に保管して
ください。

無理して使用しないでください。
安全に能率よく作業するために，電動工具の能力に合った速さで作業してく
ださい。

作業に合った電動工具を使用してください。
小形の電動工具やアタッチメントは，大形の電動工具でする作業には使用し
ないでください。
指定された用途以外に使用しないでください。

きちんとした服装で作業してください。
だぶだぶの衣服やネックレスなどの装身具は，回転部に巻き込まれるおそれ
があるので，着用しないでください。
屋外での作業の場合には，ゴム手袋と滑り止めの付いた履物の使用をお勧め
します。
長い髪は，帽子やヘアカバーなどで覆ってください。

警 告

－２－

１

２

３

４

５

６

７

８

電動工具の安全上のご注意
火災，感電，けがなどの事故を未然に防ぐために，次に述べる「安全上のご注意」
を必ず守ってください。
ご使用前に，この「安全上のご注意」すべてをよくお読みの上，指示に従って正し
く使用してください。
お読みになった後は，お使いになる方がいつでも見られる所に必ず保管してくだ
さい。



保護メガネを使用してください。
作業時は，保護メガネを使用してください。また，粉じんの多い作業では，
防じんマスクを併用してください。
防音保護具を着用してください。
騒音の大きい作業では，耳栓，イヤマフなどの防音保護具を着用してください。
コードを乱暴に扱わないでください。
コードを持って電動工具を運んだり，コードを引っ張ってコンセントから抜
かないでください。
コードを熱，油，角のとがった所に近づけないでください。
加工する物をしっかりと固定してください。
加工する物を固定するために，クランプや万力などを利用してください。
手で保持するより安全で，両手で電動工具を使用できます。
無理な姿勢で作業をしないでください。
常に足元をしっかりさせ，バランスを保つようにしてください。
電動工具は，注意深く手入れをしてください。
安全に能率よく作業していただくために，刃物類は常に手入れをし，よく切
れる状態を保ってください。
注油や付属品の交換は，取扱説明書に従ってください。
コードは定期的に点検し，損傷している場合は，お買い上げの販売店，また
は日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
継ぎ（延長）コードを使用する場合は，定期的に点検し，損傷している場合に
は交換してください。
握り部は，常に乾かしてきれいな状態を保ち，油やグリースが付かないよう
にしてください。
次の場合は，電動工具のスイッチを切り，電源プラグを電源から抜い
てください。
使用しない，または，修理する場合。
刃物，トイシ，ビットなどの付属品を交換する場合。
その他，危険が予想される場合。
調節キーやスパナなどは，必ず取りはずしてください。
電源を入れる前に，調節に用いたキーやスパナなどの工具類が取りはずして
あることを確認してください。
不意な始動は避けてください。
電源につないだ状態で，スイッチに指を掛けて運ばないでください。
電源プラグを電源にさし込む前に，スイッチが切れていることを確かめてく
ださい。
屋外使用に合った継ぎ（延長）コードを使用してください。
屋外で使用する場合，キャブタイヤコードまたはキャブタイヤケーブルの継
ぎ（延長）コードを使用してください。

－３－
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油断しないで十分注意して作業をしてください。
電動工具を使用する場合は，取扱方法，作業のしかた，周りの状況など十分
注意して慎重に作業してください。
疲れているときは，使用しないでください。

損傷した部品がないか点検してください。
使用前に，保護カバーやその他の部品に損傷がないか十分点検し，正常に作
動するか，また，所定機能を発揮するか確認してください。
可動部分の位置調整および締付け状態，部品の破損，取付け状態，その他，
運転に影響を及ぼすすべての箇所に異常がないか確認してください。
損傷した保護カバー，その他の部品交換や修理は，取扱説明書の指示に従っ
てください。取扱説明書に指示されていない場合は，お買い上げの販売店，
または日立工機電動工具センターに修理を依頼してください。
スイッチが故障した場合は，お買い上げの販売店，または日立工機電動工具
センターに修理を依頼してください。
スイッチで始動および停止操作のできない電動工具は，使用しないでくださ
い。

指定の付属品やアタッチメントを使用してください。
この取扱説明書および弊社カタログに記載されている指定の付属品やアタッ
チメント以外のものを使用すると，事故やけがの原因になるおそれがあるの
で，使用しないでください。

電動工具の修理は，専門店に依頼してください。
この製品は，該当する安全規格に適合しているので改造しないでください。
修理は，必ずお買い上げの販売店，または日立工機電動工具センターにお申
し付けください。
修理の知識や技術のない方が修理すると，十分な性能を発揮しないだけでな
く，事故やけがの原因になります。

警 告

－４－

１９

２０

２１

２２



本機は，銘板に表示してある電圧で使用してください。
表示を超える電圧で使用すると，回転が異常に速くなり，けがの原因にな
ります。
（詳細は，１２ページの「１．使用電源を確かめる」の項をご参照ください。）

必ずアース（接地）してください。
故障や漏電などのとき，感電のおそれがあります。
（詳細は１１ページ「１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認」の項をご参
照ください。）

キリの回転中は角のみ，特に切りくず吐出口と刃先には手を近づけ
ないでください。
回転中のキリでけがをする原因となります。

本機を持ち運ぶときは，必ず６mm
ノブボルト（Ａ）を締めて長手方向
の動きを固定してください。
運搬中にスライドテーブル部が移動
し，手をはさまれけがをする原因とな
ります。

刃物の取付け，取りはずしのとき，
取扱には十分注意してください。
能率よく作業ができるよう，刃物はす
るどい切れ味に仕上げられています。
刃物でけがをしないよう十分注意して
ください。

回転させたまま，台や床などに放置しないでください。
けがの原因になります。

使用中，機体の調子が悪かったり，異常音がしたときは，直ちにス
イッチを切って使用を中止し，お買い上げの販売店，または日立工
機電動工具センターに点検・修理を依頼してください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

誤って落したり，ぶつけたときは，刃物や機体などに破損や亀裂，
変形がないことをよく点検してください。
破損や亀裂，変形があると，けがの原因になります。

－５－

警 告

造作角のみ使用上のご注意
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが，造作角のみとして，さらに
次に述べる注意事項を守ってください。
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－６－

継ぎ（延長）コードを使用するときは，アース（接地）線を備えた３
心キャブタイヤケーブルを使用してください。
アース（接地）線のない２心コードですと，感電の原因になります。

回転するキリでコードを切断しないよう注意してください。
切断したとき，感電のおそれがあります。

警 告
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工具類や付属品は，取扱説明書に従って確実に取付けてください。
確実でないと，はずれたりし，けがの原因になります。

作業中は，ヘルメット，安全靴を着用してください。

角のみ，キリはまめに刃とぎをしてください。
切れ味の悪い角のみ，キリはモーターおよび機体に無理をかけ，能率も悪
くなります。

木材に釘などの異物のないことを確かめてください。
角のみやキリを破損します。

穴あけ作業はキリスイッチを入れた後，キリの回転が完全に上がっ
て安定してからにしてください。
キリの回転が完全に上がらないうちに穴あけ作業をすると，キリが加工材
に食い込みキリの回転が停止します。これにともなってモーターに無理な
力がかかり，損傷する原因になります。

本機使用中には，手袋の着用はさけてください。
手袋をして作業しますと，回転物に巻き込まれるおそれがあります。

注 意
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各部の名称

図　１

－７－



図　２
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①９．５mm角のみ組（キリと角のみ）
……１組

②六角棒スパナ
（１本）

③サイドハンドル
（１本）

④チャックハンドル
（１本）

付 属 品

図　３

仕 様

－９－

項　　　目 ＢＳ１５Ｙ 　　　　　　　　　　　　　
使 用 電 源 単相交流５０／６０Ｈｚ 共用 　　　　　　　　　　

電圧１００Ｖ 　　　　　　　　　　　　　
能　力 被削材寸法（幅） 最大１２５mm（４寸）

角　　　　　穴 最大１５mm角（５分角）
穴 あ け 深 さ 最大６２mm（２寸）〔９．５mm～１５mm角のみ組使用時〕
木 工 キ リ 穴径３０mm 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
座　　掘　　り 穴径４０mm 　　　　　　　　　　　　　　　　　　
テーブル移動量 左右方向９２mm（３寸） 前後方向６７mm（２寸） 　

使 用 モ ー タ ー ＢＵＷ－ＳＨ３形（木工用電気ドリル） 　　　　　　
モーターの種類 単相直巻整流子モーター
全 負 荷 電 流 ６．５Ａ
無 負 荷 回 転 数 １１００ｍｉｎ－1｛１１００回／分｝ 　　　　　　　　　　

機 体 寸 法 幅３４０×奥行４７４×高さ６０９mm　　　　　　　　　
質　　　　　　　　量 １５kg（コードを除く） 　　　　　　　　　　　　
コ 　 ー 　 ド アースクリップ付３心キャブタイヤケーブル５ｍ 　



－１０－

別 売 部 品

図　４

………（別売部品は生産を打ち切る場合があります。）

作業に適した別売部品をお選びください。（図中の６桁の数字はコードＮｏ．を
示します。）

角のみ組（キリと角のみ）（角穴の大きさにより５種類あります。）
６．４mm，８mm，９．５mm，１２．７mm，１５mm

補助ローラ………３００１４３

６．４mm ９４１９２３
８mm ９４１９２５
９．５mm ９４１９２４
１２．７mm ９４１９２６
１５mm ９４１９３９

図　５

使用時はシャフト（２本）をローラ側
に組替えてください。
組替えはシャフト固定用ネジ４本を
はずし，シャフトをローラ側ネジ穴部
にネジで固定してください。

●角のみとして
○角穴，ほぞ穴，欠き込み加工など

●木工用ボール盤として
○木材の穴あけ（市販の木工キリ使用）
○木材の座掘り（市販の座掘りカッター使用）

用 途



ご使用にさきだち，本機が接続される電源に労働安全衛生規則や電気設備の
技術基準などに規定された感電防止用漏電しゃ断装置（以下，漏電しゃ断器と
言います）が設置されているか確認してください。
また，本機は必ずアース（接地）してください。定格感度電流１５ｍＡ以下，動
作時間０．１秒以下の電流動作型の漏電しゃ断器の設置されている電源でお使い
になる場合でも，より安全のためにアース（接地）されるようおすすめします。
アース（接地）をするときは，アースクリップをお使いになると便利です。

（図６）
アースクリップ，アース（接地）線は，念の
ために異常のないことを確認してからご使用
ください。テスターや絶縁抵抗計などをお持
ちでしたら，アースクリップと本機金属外枠
との間の導通を確認してください。

地中にアース極（アース板，アース棒）を埋め，アース（接地）線を接続する
などのアース工事は，電気工事士の資格が必要ですので，お近くの電気工事店
にご相談ください。
漏電しゃ断器やアース（接地）については，次の法規がありますので，参照

してください。
労働安全衛生規則（第３３３条 漏電による感電の防止，第３３４条 適用除外）
電気設備の技術基準（第１９条 接地工事の種類，第２９条 機械器具の鉄台およ

び外箱の接地，第４０条 地絡しゃ断装置等の施設）

－１１－

図　６

作業前に次の準備をすませてください。

１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認………

作業前の準備

アース（接地）線をガス管に取付けると爆発のおそれがありますので，絶
対にしないでください。

警 告

電源プラグ

アースクリップ

アース（接地）線



心線断面積 最大長さ
１．２５ｍｍ２ １０ｍ
２ ｍｍ２ １５ｍ
３．５ ｍｍ２ ３０ｍ

これ以上長いコードを使用すると，電流が十
分流れず製品の能率が落ち，故障の原因となり
ます。
継ぎ（延長）コードは必ずアース（接地）でき
るアース（接地）用の１心をもつ３心キャブタ
イヤケーブルをお使いください。

２．継ぎ（延長）コード………

電源の位置がはなれていて継ぎ（延長）コードが必要なときは，製品を最高
の能率で故障なくご使用いただくため，電流を流すのに十分な太さのものをで
きるだけ短くしてご使用ください。
次の表は，コードの太さ（心線断面積）によって，本機に使用できるコード
の最大長さを示します。

継ぎ（延長）コードは，損傷のないものを使用してください。

警 告

－１２－

１．使用電源を確かめる………

必ず銘板に表示してある電圧でご使用ください。表示を超える電圧で使用す
ると，モーターの回転数が異常に速くなり，キリや機体が破損するおそれがあ
ります。また，直流電源やエンジン発電機，昇圧器などのトランス類で使用し
ないでください。製品が故障するだけでなく，事故の原因になります。

３．作業環境の整備・確認………

作業する場所が，２ページ「電動工具の安全上のご注意」の注意事項にかか
げられている適切な状態になっているかどうか確かめてください。

　騒音防止規制について 
騒音に関しては，法令や各都道府県などの条例で定める規制があります。 
ご近所に迷惑をかけないよう，規制値以下でご使用になることが必要です。 
状況に応じ，しゃ音壁を設けて作業してください。  

ご使用前に

ご使用前に次のことを確認してください。１～４項については，電源プラ
グを電源にさし込む前に確認してください。

警 告



２．スイッチが切れていることを確かめる………

作業前には必ず次の個所にマシン油
を塗ってください。（図７）
①スライドベースの摺動部，各部のネ
ジ摺動部
②コラムおよびガイドの摺動部
③スライドレバーの摺動部
④切込みハンドルの摺動部

スイッチは引金を引くと入り，離すと切れます。（図２参照）
スイッチストッパがはずれ，切れていることを必ず確認してください。

３．作業前の注油………

４．角のみとキリを取付ける………

取付けは次ページ「角のみ，キリの取付け・取りはずし」の項をご参照くだ
さい。角のみとキリが取付けてあるときは，角のみとキリの取付ネジ，ドリル
チャック（図１参照）がゆるんでいないかどうか点検してください。ゆるんで
いるときは角のみ取付ネジとキリ取付ネジを付属（図３参照）の六角棒スパナ，
ドリルチャック（図１参照）を付属（図３参照）のチャックハンドルで確実に締
付けてください。

５．電源コンセントの点検………

電源プラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでしたら
修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと，過熱して事故の原因になります。

－１３－

図　７

引金を引いた状態で，電源プラグを電源にさし込むと不意に起動し，思わ
ぬ事故の原因になります。

警 告



－１４－

（１）手でヘッドを保持し，もう一方
の手でクランプスクリュを左にま
わしてゆるめ，ヘッド上端がコラ
ム上端とほぼ一致する位置までヘ
ッドをゆっくりと引き上げます。
クランプスクリュを右にまわし
て締付け，ヘッドを固定します。

（図８）

（２）付属（図３参照）の六角棒スパ
ナを使用して６mm角のみ取付ネジ
をゆるめ，角のみをつば部上端が
角のみホルダ下面に突き当たるま
でさし込みます。
角のみが落ちないように６mm角
のみ取付ネジを仮締めしておきま
す。（図９）

図　８

図　９

角のみ，キリの取付け・取りはずし

万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から
抜いておいてください。

警 告

１．角のみの取付け………

角のみホルダ

角のみホルダ下面

つば部上端

角のみ

６mm
角のみ
取付ネジ



図　１０

図　１１

－１５－

角のみ
ホルダ

角のみ

キリ

１mm

角のみの内面

角のみ
胴体の穴

６mm
角のみ
取付ネジ

穴
ドリルチャック

ケース

（３）キリを角のみに下側から通し，角の
みの内面に突き当たるまでさし込みま
す。
その位置からキリを下側に約１mm
ずらした状態にし，付属（図３参照）
のチャックハンドルでドリルチャッ
クに確実に取付けます。（図１０）
キリの取付けは次のようにします。

①角のみ胴体上部の穴を利用して手で
キリを押さえます。
８mm以下の角のみは両側にある穴
を使用してキリを保持します。
９．５mm以上の角のみはキリにある
面取り部を押さえて保持します。

（図１１）
取付けの際，角のみと錐先とのすき
まを調整してください。
②手でキリを押さえた状態でドリルチ
ャック外周を右にまわし，キリが一
緒にまわるまでドリルチャックのケ
ースをまわします。（図１０）
③次に付属（図３参照）のチャックハ
ンドルを用いドリルチャックの３つ
の穴を利用して順次均等に締付けま
す。右にまわせば締まり，左にまわ
せばゆるみます。

（４）次ページの「角穴のあけ方」を参照
して角のみを木材のスミ線に合わせた
後，角のみ取付ネジを締付けて角のみ
を確実に固定します。

キリを押さえないでドリルチャックをゆるめますとキリが落下し，けがの
原因になります。必ず角のみ胴体の穴からキリを押さえて取りはずしてく
ださい。

警 告

２．角のみ，キリの取りはずし………

角のみ胴体の穴から手でキリを押さえ，付属（図３参照）のチャックハンド
ルでドリルチャックをゆるめます。６mm角のみ取付ネジを付属（図３参照）の
六角棒スパナでゆるめ，角のみとキリを一体で取りはずします。



－１６－

図　１２

図　１４

図　１３

１．木材の取付け………

（１）木材をスライドテーブルの上に置
き，バイス組のノブ（Ａ）を右にま
わしてスライドテーブルに固定しま
す。（図１２）

（２）木材の浮き上がりを防止するため，
クランプを木材上面から１～２mm
上の位置に６mmチョウナットで固
定します。（図１３）

２．ヘッドの位置決め………

ヘッドを片手で保持しながらクラン
プスクリュを左にまわしてゆるめ，ヘ
ッドを上下方向に移動して角のみ先端
と木材上面のすきまを調整します。
調整の際，すきまを大きくすると切
込み深さが小さくなるので作業に合わ
せて調整してください。（図１４）
詳細は次ページの「３．穴あけ深さ
の調整」の項をご参照ください。
調整後，ヘッドの向きをスライドテ
ーブルとほぼ直角にし，クランプスク
リュを右にまわしてヘッドを固定しま
す。

バイス組 １～２mm

クランプ ６mm
チョウナット

木材
上面

木材の厚さが４５mm（１寸５分）以下の場合は，クランプでの木材の浮
き上がりを防止できませんので，バイス組を上下方向に取付けてご使
用ください。
取付方法は，１９ページの「８．幅広材への穴あけ」の項をご参照くだ
さい。

注

角穴のあけ方



－１７－

（１）６mmチョウボルトをゆるめてスト
ッパを上下に動かし，お望みの深さ
のところへストッパを移動します。

（図１５）
（２）ストッパの平面部を６mmチョウボ
ルトで押すようにして締付け，スト
ッパを固定します。（図１６）

●加工深さＣはヘッドの移動調整寸
法Ａから木材上面と角のみ先端ま
でのすきまＢを引いた数値となり
ます。
作業に合わせてＡ，Ｂ寸法を調整
してください。

図　１５

図　１６

３．穴あけ深さの調整………

スライドテーブル面と角のみ先端までの寸法 D がヘッドの移動調整寸法
A より小さくなりますと穴あけ時角のみでスライドテーブル面を傷付けま
す。ストッパの調整は確実にしてください。

注 意



－１８－

図　１７

４．木材の移動………

（１）送りハンドルを矢印方向にまわすと
前後方向に移動します。（図１７）

（２）スライドレバーを矢印方向に動かす
と左右方向に移動します。（図１７）

図　１８

５．角のみのスミ線合わせ………

（１）切込みハンドル（図１７参照）を操
作して角のみを下げ，スミ線と角のみ
の位置関係がよくわかるようにしてお
きます。
送りハンドルとスライドレバーで
木材を移動して穴あけするスミ線の
位置を角のみに合わせます。
６mm角のみ取付ネジを付属（図３

参照）の六角棒スパナでゆるめてスミ
線に角のみの側面を正しく合わせま
す。（図１８）

（２）角のみのつば部上端が角のみホルダ
下面に突き当たるよう手で角のみをさ
し込みながら，６mm角のみ取付ネジ
を付属（図３参照）の六角棒スパナで
締付けて確実に角のみを固定します。
（１４ページの図９，１５ページの図
１０参照）



－１９－

上方向から固定できる幅広材の厚さは４５mm（１寸５分）以下です。注

図　１９

図　２０

６．穴あけ加工………

７．長方形の穴あけの場合………

８．幅広材への穴あけ………

移動

バイス組

６mmノブボルト（Ｂ）

センター穴
穴

ガイド
フェンス

穴あけの始めは，ゆっくりと角のみを切込みます。始めから速く切込み，
大きな力を加えますと，穴が曲がったり，穴の縁が欠けることがあります。
節のある所や，堅い木を加工するときは，無理な力をかけないようにして
ください。無理をしますと，穴が曲がったり，角のみが破損したりするこ
とがあります。

注 意

ホゾ穴など長方形の穴あけの場
合は，両端からあけていきますと
正確な穴をあけることができま
す。
最初に１，２をあけ，真中の部
分３，４は後であけます。

（図１９）

木材の幅が１２５mm（４寸）を超
えるような幅広材では，前後方向
からの木材の固定ができなくなり
ますので，バイス組，６mmノブ
ボルト（Ｂ）をガイドフェンス側
に移動し，上方向から木材を固定
してください。
バイス組をガイドフェンスに取
付けるときは，ガイドフェンスに
設けた穴にバイス組を奥一杯まで
入れ，バイス組のセンター穴に
６mmノブボルト（Ｂ）が入るよう
に調整し，締付けます。（図２０）

穴あけは，切込みハンドルを矢印方向に動かして行ないます。（図１７参照）

２ ３ ４ １



－２０－

図　２１

スライドテーブルの前後方向のが
たつきをなくしたいときは，
（１）ベース上面の６mmプラスチック
ネジを軽く締めて調整します。

（図２１）
（送りハンドルの動作力は少し大き
くなります。）

（２）左右方向の動きをきつめにした
いときは６mmノブボルト（Ａ）を
軽く締めて調整します。（図２１）

（スライドレバーの動作力が少し大
きくなります。）

（３）スライドテーブルの左右方向の
動きを固定したいときは６mmノブ
ボルト（Ａ）を強く締めます。

（図２１）

９．スライドテーブルのがたつき防止および固定………



－２１－

図　２２

本機は角のみ本体から角のみ用の部品を取りはずしますと木工用ボール盤と
しても使用できます。

１．組立て方………

ボール盤としての使い方

万一の事故を防止するため，作業後は必ずスイッチを切り，電源プラグを
電源から抜いておいてください。

警 告

（１）角のみ本体から次の部品を取り
はずします。
①１５ページの「２．角のみ，キリ
の取りはずし」の項を参照して
角のみ組をはずします。
②４mmノズルホルダ固定ネジをは
ずし，ノズル，ノズルホルダを
一体ではずします。
③６mm六角穴付ボルト（Ａ）を付
属（図３参照）の六角棒スパナ
でゆるめ，ドリルを角のみホル
ダからはずします。（図２２）

ドリルの風窓部に取付けてある
ゴムカバーをはずします。図２３
のようにゴムカバーの端部を持
ち，矢印方向へ軽く引張りはずし
ます。
６mm六角穴付ボルト（Ｂ）を付
属（図３参照）の六角棒スパナで
ゆるめ，角のみホルダをヘッドか
らはずします。（図２２参照）

図　２３



－２２－

（２）ドリル本体をヘッドに取付けます。
ドリル本体の銘板が右側になるよう
にドリルのギヤカバマウント部をヘッ
ドの挿入穴にしっかりとさし込み，６
mm六角穴付ボルト（Ｂ）を付属（図３
参照）の六角棒スパナで締付け，ドリ
ル本体を固定します。（図２４）

キリは付属（図３参照）のチャックハンドルでドリルチャックにある３か所
の穴へ順々に入れて均等に締付けます。

（３）キリを取付けます。

図　２４

図２５ーイ

キリは先三角品（図２５－イ）を使用してください。誤って先ネジ品（図
２５－ロ）を使用しますと切削時ねじのリードで木材にくい込み，切込みレ
バーが引き込まれ，けがの原因になります。

警 告

図２５ーロ



－２３－

電気ドリルとしての使い方

バイス組をガイドフェンス側に取付けた場合，スライドテーブルの左
右の移動量はバイス組のノブ（Ａ）とドリル本体が当たるため，約６０
mmと小さくなります。（図２６）

注

図　２６

２．丸穴のあけ方………

１６ページの「角穴のあけ方」の項を
参照し，加工してください。

本機はドリル本体を角のみ本体からはずして木工用電気ドリルとしても使用
できます。

本機は，銘板に表示してある電圧で使用してください。
表示を超える電圧で使用すると，回転が異常に速くなり，けがの原因にな
ります。
（詳細は，２６ページの「１．使用電源を確かめる」の項をご参照ください。）

警 告

木工用電気ドリル使用上のご注意
先に電動工具として共通の注意事項を述べましたが，木工用電気ドリルとして，
さらに次に述べる注意事項を守ってください。

１



－２４－

必ずアース（接地）してください。
故障や漏電などのとき，感電のおそれがあります。
（詳細は１１ページ「１．アース（接地），漏電しゃ断器の確認」の項をご参
照ください。）

作業する個所に，電線管・水道管やガス管などの埋設物がないこと
を，作業前に十分確かめてください。
埋設物があると工具が触れ，感電や漏電・ガス漏れのおそれがあり，事故
の原因になります。

使用中，振り回されないようにサイドハンドルを付け，本体を両手
で確実に保持してください。
確実に保持していないと，けがの原因になります。

使用中は，回転部や切りくずに手や顔などを
近づけないでください。
けがの原因になります。

使用中，機体の調子が悪かったり，異常音が
したときは，直ちにスイッチを切って使用を
中止し，お買い求めの販売店，または日立工
機電動工具センターに点検・修理を依頼して
ください。
そのまま使用していると，けがの原因になります。

誤って落したり，ぶつけたときは，刃物や機体などに破損や亀裂，
変形がないことをよく点検してください。
破損や亀裂，変形があると，けがの原因になります。

継ぎ（延長）コードを使用するときは，アース（接地）線を備えた３
心キャブタイヤケーブルを使用してください。
アース（接地）線のない２心コードですと，感電の原因になります。

回転するキリでコードを切断しないよう注意してください。
切断したとき，感電のおそれがあります。

警 告
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キリや付属品は，取扱説明書に従って確実に
取付けてください。
確実でないと，はずれたりし，けがの原因になり
ます。

本機使用中には，手袋の着用はさけてくださ
い。
手袋をして作業しますと，回転物に巻き込まれる
おそれがあります。

穴あけ直後のキリや切りくずは高温になって
いるので，触れないでください。
やけどの原因になります。

高所作業のときは，下に人がいないことをよ
く確かめてください。また，コードを引っか
けたりしないでください。
材料や機体などを落としたときなど，事故の原因
になります。

回転させたまま，台や床などに放置しないで
ください。
けがの原因になります。

注 意

１

２

３

４

５

２

５

手袋

放置運転

各部の名称

図　２７
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○各種木材，金属，プラスチックなどの穴あけ

用 途

１１ページの「作業前の準備」の項をご参照ください。

作業前の準備

１．使用電源を確かめる………

必ず銘板に表示してある電圧でご使用ください。表示を超える電圧で使用す
ると，モーターの回転数が異常に速くなり，キリや機体が破損するおそれがあ
ります。また，直流電源やエンジン発電機，昇圧器などのトランス類で使用し
ないでください。製品が故障するだけでなく，事故の原因になります。

２．スイッチが切れていることを確かめる………

ご使用前に

ご使用前に次のことを確認してください。１～３項については，電源プラ
グを電源にさし込む前に確認してください。

警 告

引金を引いた状態で，電源プラグを電源にさし込むと不意に起動し，思わ
ぬ事故の原因になります。

警 告

スイッチは引金を引くと入り，離すと切れます。（図２参照）
スイッチストッパがはずれ，切れていることを必ず確認してください。

３．キリの選び方………

（１）木材に穴をあけるとき
３０mm以下の木工キリをご使用ください。ただし，６．５mm以下の細い穴
の場合は鉄工キリをご使用ください。

（２）金属やプラスチックなどに穴をあけるとき
普通の鉄工キリをご使用ください。使用キリ径は最小１．２mm，最大１３mm
です。

－２６－



４．電源コンセントの点検………

電源プラグをさし込んだとき，ガタガタだったり，すぐ抜けるようでしたら
修理が必要です。お近くの電気工事店などにご相談ください。
そのままお使いになりますと，過熱して事故の原因になります。

１．キリの取付け………

２．キリの取りはずし………

キリの取りはずしは，上記と逆にしてください。

１．電気ドリルを押す力は………

必要以上に力をかけても決して早く穴はあきません。かえってキリ先を痛め
て作業能率が低下するだけでなく，本機の寿命も短くなります。

キリをドリルチャックに取付け
るときは必ず付属（図３参照）のチ
ャックハンドルを用いて確実に締
付けてください。
付属（図３参照）のチャックハン
ドルを入れる穴は３か所あります。
１か所だけできつく締めず，３か
所で順次均等に締めてください。

キリの取付け・取りはずし

使 い 方

万一の事故を防止するため，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から
抜いておいてください。

警 告

取付けや取りはずしの際，キリで手を傷付けないよう十分注意してくださ
い。

注 意

図　２８

しまる（右まわし）

ゆるむ
（左まわし）

ドリルチャック

チャックハンドル
（３か所均等）
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２．突き抜け穴をあける場合は………

穴の抜けぎわにキリを折ることがあります。穴の抜けぎわに押す力をゆるめ
ることが大切です。

３．スイッチの操作………

スイッチは引金を引くと入り，離すと切れます。
引金を引いてからスイッチストッパ（図２７参照）を押しますと，引金から指
を離してもスイッチは入ったままになり，連続運転に便利です。
切るときは再び引金を引いて離しますとストッパははずれます。

４．ドリルチャックについて………

ドリルチャックはネジ（右ネジ）でスピンドルに固定されています。

５．作業直後の注意………

使用後はスイッチを切って，キリの回転が止まってから本機を置いてくださ
い。回転が止まらぬうちに切りくずやごみの多い場所に置きますと，切りくず
やごみを吸い込むことがありますのでご注意ください。

作業中断時や作業後は，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から抜い
ておいてください。

警 告

保 守・点検

１．キリや角のみの点検………

キリや角のみの切れ味が悪くなったのをそのままご使用になりますと，モー
トルに無理をかけることになり，また能率も落ちますから早めに刃とぎを行な
うか新品と交換してください。

点検・手入れの際は，必ずスイッチを切り，電源プラグを電源から抜いて
おいてください。

警 告

本機の角のみは市販品と寸法が違い，軸の太さが細くなっております
から，「日立電気大工用」とご用命の上お求めください。

注

－２８－



図　３１

３．カーボンブラシの点検………

ドリルのモーター部（図２参照）には，消耗品であるカーボンブラシを使用
しております。カーボンブラシの摩耗が大きくなりますと，モーター故障の原
因となりますので，長さが摩耗限度（図３１参照）の５mmぐらいになりました
ら新品と交換してください。

また，カーボンブラシはゴミなど
を取り除いてきれいにし，ブラシホ
ルダ内で自由にすべるようにしてお
いてください。（図３２参照）

注 新品と交換の際は，必ず図
示の番号（４１）の日立カーボ
ンブラシを使用してくださ
い。

摩耗限度 スプリング

４１

カーボンブラシの番号

番号４１はコードNo.の下
２桁を示しております。

１２mm

５mm

－２９－

２．刃のとぎ出し………

刃は木材の種類によってとぎ直しまでの
時間が違いますが，約５００個穴をあけま
したら次の要領で刃とぎをしてください。

角 の み
内側を甲丸ヤスリの細目のものでとぎ，
最後に外側の返りを静かに取り除きます。

（図２９）

キ 　 リ
縦刃では内側部を，横刃では逃げ角部を
細目の平ヤスリかサンドペーパで原形を保
つようにしてといでください。
極端に外周が摩耗したりしますと穴あけ
に大きな力が必要となりますので新品と交
換してください。（図３０）

図　２９

図　３０

縦刃

横刃

逃角部

縦刃の内側
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〈分　解〉
（１）ハンドルカバーを締付けている４mmネジ（４本）（図２７参照）をゆるめハ
ンドルカバーをはずします。

（２）ウェッジをペンチなどで抜きとります。（図３２参照）
（３）ブラシホルダはドライバーの先などで矢印の方向に押し上げカーボンブラ
シと一緒に取り出します。
このときブラシターミナルやリード線を伸ばしてしまったり，傷を付けな

いよう十分注意してください。
（４）カーボンブラシをブラシホルダから取り出します。

〈組　立〉
（１）カーボンブラシをブラシホル
ダの中に押し込みます。

（２）ブラシホルダを矢印と反対方
向に押し込みます。
ブラシホルダは幅方向に勾
配がついておりますので裏表
をまちがえますとブラシホル
ダ室に入りません。

（３）ブラシホルダに割れ（クラック）を生じさせないようにウェッジを指で押
し込み，木ハンマーなどで軽く打ち込みます。割れのあるブラシホルダをそ
のまま組み込みますと感電の原因となりますので必ず新品と交換してくださ
い。

（４）内部配線類が図３２のように正規の位置にあること，また内部配線類が回
転子（アマチュア）に接触しないことを十分確認してください。

（５）内部配線類がハウジングとの間にかみ込まれないよう十分注意してハンド
ルカバーをかぶせて４mmネジを締付けてください。（図３２）

４．カーボンブラシの交換………

カーボンブラシを交換して組立てる場合は下記の組立方法に必ず従ってく
ださい。万一，内部配線類が回転子（アマチュア）に接触していたり，ハ
ンドルカバーでかみ込んでいるような場合は，感電のおそれがありますの
で，十分注意してください。

警 告

カーボンブラシを交換する際は，交換に必要な部品以外には触れないでく
ださい。

注 意

図　３２

ブラシホルダウェッジ

ブラシターミナル
カーボンブラシ

内部配線

回転子
（アマチュア）
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６．各部取付けネジの点検………

本造作角のみの各部取付けネジのうち，ゆるんでいるところがないかどうか
定期的に点検してください。もし，ゆるんでいるところがありましたら，締め
直してください。
ゆるんだままお使いになりますとけがの原因になります。

モーター内部にゴミやほこりがたまると，故障の原因になります。
５０時間ぐらい使用しましたら，モーターを無負荷運転させて，湿気の
ない空気をテールカバーの風穴から吹き込んでください。ゴミやほこ
りの排出に効果があります。

注

５．モーター部（図２参照）の取扱いについて………

モーター部（図２参照）の巻線部分は，本機の心臓部ともいえます。巻線部
分にキズをつけたり，油や水をつけたりしないよう十分注意してください。

図　３３

送りハンドルをまわしてスライドテ
ーブルを矢印イの方向へ前後に移動す
る際に，図３３に示すようにスライド
ベース（Ａ）が先に動き，スライドベ
ース（Ｂ）が後から動き出す場合は，
５mmネジ（４本）をゆるめ，ガイドプ
レートを矢印ロの方向に手で押しなが
ら締め直してください。
ベースとスライドベース（Ａ）およ
びガイドプレートの間のすきまが大き
いと，穴あけ精度が悪くなります。

５mmネジ（４本）

ガイドプレート
スライド
ベース（Ｂ）

ベース

スライドベース（Ｂ）

スライド
ベース（Ａ）

送りハンドル

後に送るとき前に送るとき

スライドテーブル

スライド
ベース（Ａ） 送りハンドル

イ

ロ

前

後
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８．製品や付属品の保管………

使用しない製品や付属品の保管場所として，下記のような場所は避け，安全
で乾燥した場所に保管してください。

○子供の手が届いたり，簡単に持ち出せる場所
○軒先など雨がかかったり，湿気のある場所
○温度が急変する場所
○直射日光の当たる場所
○引火や爆発のおそれがある揮発性物質の置いてある場所

このような場所
には保管しない。

７．清　　　掃………

ときどき本体についている切りくずや，ゴミを布などで拭き取ってください。
モーター部（図２参照）は水や油でぬらさないようにしてください。

ご修理のときは
この製品は、厳密な精度で製造されています。もし正常に作動しなくなった

場合は、決してご自身で修理をなさらないでお買い求めの販売店または日立工
機電動工具センターにご依頼ください。
ご不明のときは、裏表紙の全国営業拠点にご相談ください。
その他、部品ご入用の場合や取扱い上でお困りの点がありましたら、ご遠慮

なくお問い合わせください。
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メ　　　モ
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００４

部品コード　Ｈ９９３０６００４Ｎ

お買い上げ日　　年　　月　　日 販売店

製造番号（Ｎｏ．） 電話番号

お客様メモ
お買い上げの際、販売店名・製品に表示されている製造番号（Ｎｏ．）などを下欄に
メモしておかれますと、修理を依頼されるとき便利です。

日立工機電動工具センターにご用命のときは、下記の営業拠点にお問い合わせ
ください。

営 業 本 部 〒１０８-６０２０ 東京都港区港南二丁目１５番１号（品川インターシティＡ棟）
（０３）５７８３-０６２６（代）

北海道支店 〒００４-００５３ 札幌市厚別区厚別中央３条１丁目２番２０号
（０１１）８９６-１７４０（代）

東 北 支 店 〒９８４-０００２ 仙台市若林区卸町東三丁目３番３６号
（０２２）２８８-８６７６（代）

関 東 支 店 〒１１０-００１６ 東京都台東区台東四丁目１１番４号（三井住友銀行御徒町ビル）
（０３）５８１２-６３３１（代）

中 部 支 店 〒４６０-０００８ 名古屋市中区栄三丁目７番１３号（コスモ栄ビル）
（０５２）２６２-３８１１（代）

北 陸 支 店 〒９２０-００５８ 金沢市示野中町一丁目１６３番
（０７６）２６３-４３１１（代）

関 西 支 店 〒６６３-８２４３ 西宮市津門大箇町１０番２０号
（０７９８）３７-２６６５（代）

中 国 支 店 〒７３０-０８２６ 広島市中区南吉島二丁目３番７号
（０８２）５０４-８２８２（代）

四 国 支 店 〒７６０-００７８ 高松市今里町一丁目２８番１４号
（０８７）８６３-６７６１（代）

九 州 支 店 〒８１３-００６２ 福岡市東区松島四丁目８番５号
（０９２）６２１-５７７２（代）

全 国 営 業 拠 点

電動工具ご相談窓口 お買物相談などお気軽にお電話ください。

お客様相談センター 0120- 20 8822（無料）
※携帯電話からはご利用になれません。（土・日・祝日を除く　午前９：００～午後５：００）

電動工具ホームページ　　http://www.hitachi-koki.co.jp/powertools/

フリーダイヤル


